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1.  平成22年1月期第3四半期の業績（平成21年1月21日～平成21年10月20日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年1月期第3四半期 56,563 ― 1,004 ― 973 ― 494 ―

21年1月期第3四半期 17,693 9.2 873 11.7 854 19.9 460 17.4

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年1月期第3四半期 52.62 ―

21年1月期第3四半期 68.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年1月期第3四半期 41,923 12,845 30.6 1,233.19
21年1月期 20,169 9,951 49.3 1,470.60

（参考） 自己資本   22年1月期第3四半期  12,845百万円 21年1月期  9,951百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年1月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
22年1月期 ― 5.00 ―

22年1月期 
（予想）

5.00 10.00

3.  平成22年1月期の業績予想（平成21年1月21日～平成22年1月20日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 85,000 230.2 2,100 78.0 2,030 78.8 700 24.9 72.45
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4.  その他 

(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年1月期第3四半期 10,417,350株 21年1月期  6,767,350株

② 期末自己株式数 22年1月期第3四半期  1,140株 21年1月期  392株

③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年1月期第3四半期  9,407,234株 21年1月期第3四半期 6,766,959株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１.本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお
り、業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については３
ページ【定性的情報・財務諸表等】３．業績予想に関する定性的情報をご覧下さい。 
２．当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適
用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 
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当第３四半期累計期間においては、昨年からの国際金融市場の混乱は落ち着き始め、景気の底入れ感による株価の

回復は見られるものの、雇用情勢は依然として厳しく、個人消費につきましても高額品だけでなく、生活必需品に至

るまで消費者の節約志向が継続しております。 

このような中、当社は平成21年２月21日に株式会社ニューステップを吸収合併するとともに商号を株式会社ジーフ

ットに変更いたしました。 

また、平成21年６月17日付でイオン株式会社が当社発行の新株予約権を行使し、当社はイオン株式会社の連結子会

社となりました。  

当第３四半期累計期間の売上高につきましては、合併による店舗数の増加や合併記念セールにより565億63百万円

（前年同期176億93百万円）と順調に推移いたしました。 

当第３四半期累計期間の利益につきましては、合併による値入率の改善及び商品の評価方法の変更等により売上総

利益率が39.6％（前年同期38.4％）と上昇し、営業利益は10億４百万円（前年同期８億73百万円）、経常利益は９億

73百万円（前年同期８億54百万円）、四半期純利益は４億94百万円（前年同期４億60百万円）となりました。 

  

当第３四半期会計期間末の財政状態は、総資産419億23百万円、純資産128億45百万円、自己資本比率30.6％、1株

当たり純資産1,233円19銭となりました。なお、総資産は前事業年度末と比較しますと217億54百万円増加しておりま

すが、これは株式会社ニューステップを吸収合併したことが主たる要因であります。 

  

当第３四半期会計期間末におけるキャッシュ・フローは、現金及び現金同等物（以下「資金」という。）が前事業

年度末比10億４百万円減少し、32億68百万円となりました。 

当第３四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は、次のとおりです。  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は３億86百万円となりました。 

 これは主に、仕入債務の増加があるものの、たな卸資産の増加及び売上債権の増加によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は10億49百万円となりました。 

 これは主に、定期預金の払戻による収入があるものの、有形・無形固定資産の取得による支出及び貸付金の増加

によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は３億62百万円となりました。 

これは主に、短期借入金の減少があるものの、株式の発行による収入及び長期借入れによる収入によるものであ

ります。 

  

平成22年１月期通期の業績予想につきましては、概ね計画通り推移していることから、平成21年８月26日の第２四半

期決算短信発表時に公表いたしました業績予想を変更しておりません。  

  

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

２．財政状態に関する定性的情報

３．業績予想に関する定性的情報

㈱ジーフット（2686） 平成22年１月期 第３四半期決算短信（非連結）
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１．簡便な会計処理 

（1）たな卸資産の評価方法 

当第３四半期会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期会計期間末の実地

たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

（2）税金費用の計算 

税金費用については、原則として年度決算と同様な方法により計算しておりますが、加味する加減算項目や

税額控除項目を重要なものに限定し算出しております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示して

おります。 

２．四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

１．四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」

に従い四半期財務諸表を作成しております。 

２．当社は、親子会社の会計処理を統一する観点から、従来からイオン株式会社の連結子会社であった被合併

会社株式会社ニューステップの会計処理を採用し、以下のとおり変更を行うことといたしました。 

（1）商品の評価方法の変更 

従来、商品（店舗在庫）の評価基準及び評価方法は、個別法による原価法を採用しておりましたが、第１四半

期会計期間から「企業会計原則と関係諸法令との調整に関する連続意見書」第四に定める売価還元平均原価法に

変更いたしました。 

この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期会計期間末の商品は466,860千円増加し、当第３四

半期累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ同額増加しております。 

（2）減価償却方法の変更 

従来、有形固定資産の減価償却の方法は定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設

備を除く）については定額法）を採用しておりましたが、第１四半期会計期間から、すべての有形固定資産の減

価償却方法について定額法に変更いたしました。 

この結果、従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期累計期間の販売費及び一般管理費は192,371千円減

少し、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ同額増加しております。 

（3）少額重要資産の処理方法の変更 

従来、少額重要資産（取得価額10万円以上20万円未満の工具、器具及び備品）は、支出時の費用として処理し

ておりましたが、第１四半期会計期間から「投資その他の資産」に計上し３年間で償却をする方法に変更いたし

ました。 

この結果、従来の方法に比べ、当第３四半期累計期間の販売費及び一般管理費は51,561千円減少し、営業利

益、経常利益及び税引前四半期純利益はそれぞれ同額増加しております。 

３．たな卸資産の評価基準の変更  

  通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、原価法によっておりましたが、第１四半期会計期

間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日公表分 企業会計基準第

９号）が適用されたことに伴い、原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方

法）により算定しております。なお、この変更による損益への影響はありません。 

  

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

㈱ジーフット（2686） 平成22年１月期 第３四半期決算短信（非連結）
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年10月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年１月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,270,286 6,275,261

受取手形及び売掛金 446,620 1,493,987

売上預け金 2,634,350 －

商品 18,296,425 4,642,912

その他 1,795,918 180,436

流動資産合計 26,443,602 12,592,598

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 3,483,769 1,763,781

土地 1,307,359 1,243,969

その他（純額） 1,374,186 263,540

有形固定資産合計 6,165,316 3,271,292

無形固定資産 502,127 78,282

投資その他の資産   

敷金及び保証金 6,939,166 3,691,252

その他 1,884,757 536,136

貸倒引当金 △11,218 －

投資その他の資産合計 8,812,706 4,227,388

固定資産合計 15,480,150 7,576,962

資産合計 41,923,752 20,169,561

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,303,907 4,466,240

短期借入金 3,900,000 1,300,000

1年内償還予定の社債 300,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 1,647,306 469,400

未払法人税等 262,467 249,000

店舗閉鎖損失引当金 14,298 －

ポイント引当金 209,637 －

賞与引当金 369,483 95,000

役員業績報酬引当金 27,150 －

その他 2,431,315 1,339,086

流動負債合計 25,465,564 8,318,727

固定負債   

社債 － 200,000

長期借入金 3,136,000 1,599,200

退職給付引当金 245,443 －

役員退職慰労引当金 167,956 80,911

㈱ジーフット（2686） 平成22年１月期 第３四半期決算短信（非連結）
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成21年10月20日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年１月20日) 

執行役員退職慰労引当金 1,766 1,166

その他 61,941 18,068

固定負債合計 3,613,108 1,899,346

負債合計 29,078,673 10,218,073

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,326,622 2,002,222

資本剰余金 3,157,030 2,034,030

利益剰余金 6,135,582 5,923,535

自己株式 △969 △353

株主資本合計 12,618,265 9,959,435

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 226,812 △7,947

評価・換算差額等合計 226,812 △7,947

純資産合計 12,845,078 9,951,487

負債純資産合計 41,923,752 20,169,561

㈱ジーフット（2686） 平成22年１月期 第３四半期決算短信（非連結）
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年１月21日 
 至 平成21年10月20日) 

売上高 56,563,683

売上原価 34,136,589

売上総利益 22,427,093

販売費及び一般管理費 21,422,443

営業利益 1,004,650

営業外収益  

受取利息 9,039

受取配当金 21,444

デリバティブ利益 2,260

その他 25,106

営業外収益合計 57,850

営業外費用  

支払利息 81,904

その他 7,376

営業外費用合計 89,281

経常利益 973,219

特別損失  

固定資産除却損 6,420

店舗閉鎖損失引当金繰入額 112,734

その他 4,988

特別損失合計 124,142

税引前四半期純利益 849,076

法人税等 354,089

四半期純利益 494,987

㈱ジーフット（2686） 平成22年１月期 第３四半期決算短信（非連結）
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（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間 
(自 平成21年７月21日 
 至 平成21年10月20日) 

売上高 19,542,087

売上原価 11,881,582

売上総利益 7,660,505

販売費及び一般管理費 7,595,235

営業利益 65,270

営業外収益  

受取利息 2,378

受取配当金 12

その他 2,100

営業外収益合計 4,490

営業外費用  

支払利息 25,461

デリバティブ損失 4,697

その他 1,943

営業外費用合計 32,102

経常利益 37,658

特別損失  

固定資産除却損 3,507

店舗閉鎖損失引当金繰入額 69,231

特別損失合計 72,738

税引前四半期純損失（△） △35,080

法人税等 △10,724

四半期純損失（△） △24,355

㈱ジーフット（2686） 平成22年１月期 第３四半期決算短信（非連結）
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年１月21日 
 至 平成21年10月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 849,076

減価償却費 656,487

売上債権の増減額（△は増加） △518,729

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,698,509

仕入債務の増減額（△は減少） 1,337,625

その他 728,611

小計 354,561

利息及び配当金の受取額 29,720

利息の支払額 △96,924

法人税等の支払額 △673,862

営業活動によるキャッシュ・フロー △386,505

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △2,000

定期預金の払戻による収入 2,002,000

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,790,887

敷金及び保証金の差入による支出 △459,510

貸付金の純増減額（△は増加） △1,000,000

その他 200,406

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,049,991

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,284,500

長期借入れによる収入 1,800,000

長期借入金の返済による支出 △1,010,298

社債の償還による支出 △300,000

株式の発行による収入 1,242,952

自己株式の取得による支出 △615

配当金の支払額 △85,535

財務活動によるキャッシュ・フロー 362,002

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,074,494

現金及び現金同等物の期首残高 4,273,261

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 69,519

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,268,286
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 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期財務諸表等規則」に従い四

半期財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  当社は、平成21年２月21日付で、株式会社ニューステップを吸収合併いたしました。また、平成21年６月17日

付で、イオン株式会社による当社普通株式の新株予約権行使がありました。この結果、第２四半期累計期間にお

いて資本金が1,324,400千円、資本準備金が1,123,000千円増加し、第２四半期会計期間末において資本金が

3,326,622千円、資本準備金が3,157,030千円となっております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」 

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期損益計算書 

前第３四半期累計期間（平成20年１月21日～10月20日） 

  

科目 

前年同四半期
（平成21年１月期 
第３四半期） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  17,693

Ⅱ 売上原価  10,889

売上総利益  6,803

Ⅲ 販売費及び一般管理費  5,930

営業利益  873

Ⅳ 営業外収益  20

Ⅴ 営業外費用  38

経常利益  854

Ⅵ 特別利益 －

Ⅶ 特別損失  25

税引前四半期純利益  829

税金費用  368

四半期純利益  460
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前第３四半期累計期間（平成20年１月21日～10月20日） 

  

（２）（要約）四半期キャッシュ・フロー計算書

  
前年同四半期

（平成21年１月期 
第３四半期） 

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシ
ュ・フロー      

税引前四半期純利益  829

減価償却費  312

支払利息  28

売上債権の増(△)減額  1,021

たな卸資産の増(△)減額 △1,192

仕入債務の増減(△)額  513

その他  224

小計  1,737

利息及び配当金の受取額  17

利息の支払額 △42

法人税等の支払額 △355

営業活動によるキャッシ
ュ・フロー  1,357

Ⅱ 投資活動によるキャッシ
ュ・フロー      

定期預金の預入による支出 △1,801

定期預金の払戻による収入  2,001

有形・無形固定資産の取得
による支出 

△620

保証金の差入による支出 △320

その他 △21

投資活動によるキャッシ
ュ・フロー 

△761

Ⅲ 財務活動によるキャッシ
ュ・フロー      

短期借入金の純増減(△)額  200

長期借入による収入   1,600

長期借入金の返済による支
出 

△125

社債の償還による支出 △1,800

配当金の支払額 △101

その他  △0

財務活動によるキャッシ
ュ・フロー 

△226
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前年同四半期

（平成21年１月期 
第３四半期） 

区分 金額（百万円）

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加
額（又は減少額）  368

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首
残高  3,641

Ⅵ 現金及び現金同等物の四半
期末残高  4,009
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